
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

家読
う ち ど く

のすすめ その２ 

～3年生の巻～ 

身延中学校では開校以来、家読に取り組んでいます。 

方法は、「学校より配布されたテキスト」→→ 

（集団読書用として全国学校図書館協議会から出版されたもの）、 

または「各家庭で選んだ本」のいずれかを選択し、家族の誰かと読書の時間を共有するといった

提案型のものです。11 月中旬から１２月上旬にかけて 3 年生が取り組み、ほぼすべてのご家庭

から感想を寄せていただきました。ご協力に感謝いたします。 

中３の忙しい中学生のこの時期にどうして「家読」なのでしょう？ 

読書は全ての学習の基礎です。入試では長文を読む力が試されます。他教科においても読解力は必要です。これ

らの力は突然つくものではなく、継続した読書で培われるものです。また高校入試の前期試験では「特色適正検査」

が出題されます。日頃から多くの文章に触れ、自分の考えを巡らせることが大切です。家族で同じ本を読み合い、

語りあうことは大きな財産となるはずです。 

でも「家読」の一番のねらいはこれ！ 

本当は甘えたいけれど、甘えられないのが「中学生」の時です。同じ本を読んで、感想を共有する。ただこれだけ

ですが、ほんのわずかでも親が「関わってくれた」その時間は子どもの心の奥の宝物になるはずです。また、保護

者の皆さんにとってもお子さんの成長を知る機会になるのではないでしょうか。 

 

 

心が温まるようなすてきな感想が寄せられました。すべて掲載できないことが残念です。 


